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原
三
漢
の
美
術
蒐
集
記
録
「
美
術
品
買
入
覚
」
に
見
る

は
じ
め
に

古
美
術
蒐
集
品
の
変
遷
と
そ
の
背
景

人
文
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

三
上
　
美
和

　
原
富
太
郎
（
号
三
漢
、
慶
応
四
年
・
一
八
六
八
－
昭
和
十
四
年
・
一
九
三
九
）
は
、
横
浜
で
生
糸
貿
易
を
扱
っ
た
大
実
業
家
で

あ
る
が
、
日
本
美
術
史
に
お
い
て
は
、
古
美
術
の
蒐
集
を
大
規
模
に
行
っ
た
こ
と
、
近
代
の
画
家
や
彫
刻
家
を
援
助
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。

　
三
漢
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
そ
れ
を
逐
一
記
録
に
残
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
美
術
品
買
入
覚
」
（
以
下
「
買
入
覚
」
と

略
称
す
る
）
と
題
さ
れ
た
一
連
の
記
録
は
、
三
漢
が
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
蒐
集
し
た
美
術
品
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
（
－
）
。

　
三
漢
に
関
し
て
は
伝
記
も
多
数
出
版
さ
れ
、
本
資
料
の
最
初
の
部
分
が
白
崎
秀
雄
に
よ
り
、
ま
た
本
資
料
に
記
載
さ
れ
た
近
代
絵

画
が
石
田
治
郎
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
美
術
蒐
集
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
先
行
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研
究
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
全
て
の
近
代
作
品
を
資
料
化
し
、
内
容
を
分
析
し
た
（
2
＞
。

　
三
漢
が
美
術
蒐
集
を
始
め
た
明
治
二
十
年
代
、
明
治
維
新
を
経
て
没
落
し
た
大
名
家
の
売
り
立
て
に
よ
り
古
美
術
の
名
品
が
数
多

く
市
場
に
出
回
り
、
三
漢
を
初
め
と
し
た
新
た
な
財
界
の
担
い
手
た
ち
が
そ
れ
ら
の
古
美
術
品
の
所
有
者
と
な
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
古
美
術
品
に
焦
点
を
当
て
、
近
代
有
数
の
美
術
蒐
集
家
で
あ
っ
た
三
漢
の
美
術
の
嗜
好
の
変
遷
を
以
下
の

点
か
ら
論
じ
て
い
く
。

　
初
期
の
蒐
集
で
は
、
文
人
趣
味
の
横
溢
が
見
ら
れ
る
。
自
他
共
に
認
め
る
中
国
美
術
好
き
の
反
映
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
と
し

て
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
た
煎
茶
趣
味
、
文
人
趣
味
の
流
行
を
指
摘
す
る
。

　
周
囲
か
ら
の
影
響
も
大
き
い
。
中
で
も
益
田
孝
（
号
鈍
翁
、
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
ー
昭
和
十
二
年
・
一
九
三
七
）
を
初
め
、

三
井
財
閥
の
関
係
者
と
事
業
を
通
じ
て
関
っ
た
こ
と
か
ら
茶
の
湯
の
趣
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
茶
の
湯
道
具
の
蒐
集
へ
傾
斜
し

た
。
ま
た
、
資
料
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
全
蒐
集
期
間
に
渡
り
骨
董
商
を
通
じ
て
購
入
し
て
お
り
、
美
術
市
場
と
の
繋
り
も
密
接
で
あ
っ

た
。　

明
治
末
期
に
は
、
仏
教
美
術
の
蒐
集
が
集
中
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
既
に
仏
教
関
係
の
遺
物
は
古
美
術
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
三
漢
も
奈
良
の
古
美
術
商
を
介
し
て
盛
ん
に
蒐
集
し
て
い
る
様
子
が
三
漢
自
筆
の
書
簡
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
三
漢
’

の
旧
蔵
美
術
品
で
著
名
な
も
の
は
こ
の
頃
ま
で
に
大
体
集
め
ら
れ
、
美
術
専
門
誌
『
國
華
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明

治
末
期
が
蒐
集
の
一
応
の
完
成
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
は
三
漢
が
仏
教
美
術
を
蒐
集
し
た
時
期
と
重
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
三
漢
は
俵
屋
宗
達
の
近
代
に
お
け
る
再
評
価
の
先
駆
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
宗
達
光
琳
派
の
作
品
も
こ
の
時
期
に

集
中
し
て
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
大
正
期
以
降
、
蒐
集
は
古
美
術
市
場
の
興
隆
と
共
に
一
層
充
実
し
て
い
く
が
、
明
治
末
期
を
三
漢
の
蒐
集
が
一
応
完
成
に

至
っ
た
時
期
と
考
え
、
明
治
期
ま
で
を
中
心
に
扱
い
必
要
に
応
じ
て
大
正
期
に
も
触
れ
た
。
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1

「
美
術
品
買
入
覚
」
の
概
要
と
初
期
蒐
集
品
の
傾
向

　
「
買
入
覚
」
（
全
五
巻
、
図
版
1
）
は
、
近
年
三
漢
の
子
孫
に
よ
っ
て
三
渓
園
保
勝
会
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
蒐
集
内
容
の
概
要
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
全
て
三
漢
の
自
筆
に
よ
り
、
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
各
巻
の
巻
数
と
番
号
は
執
筆
者
が
整
理
の
た
め
に
付

け
、
基
本
的
に
表
記
作
品
名
一
点
を
一
と
数
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
紙
名
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
1
三
十
年
（
一
八
九
七
）

図版1　「美術品買入覚」全五巻　三漢園保勝会蔵
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買
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追
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明
治
三
十
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書
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あ
る
。
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表
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明
治
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十
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見
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画
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覚
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三
巻

四
巻

表
紙
名
　
「
美
術
品
買
入
拍
」

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

見
出
し
「
書
画
骨
董
買
入
覚
」

表
紙
名
　
「
美
術
品
買
入
覚
」

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

1
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
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1
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5
1
2
1
9
5

ー
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

2
1
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6
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6
3

五
巻

表
紙
名
　
「
美
術
品
買
入
覚
」

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
1
昭
和
四
年
（一

纉
�
縺
j

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
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6
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記
載
事
項
が
四
千
百
点
余
り
と
膨
大
で
あ
る
こ
と
と
、
作
品
が
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
記
載
作
品
の
特
定
が
難
し
い
た
め
、
全
て
を
把

握
し
て
は
い
な
い
も
の
の
大
き
な
蒐
集
の
傾
向
は
掴
む
こ
と
が
出
来
た
。
蒐
集
の
変
遷
を
追
う
た
め
、
年
代
ご
と
に
蒐
集
品
を
分
析

し
て
表
に
し
た
の
が
資
料
1
と
資
料
2
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
蒐
集
の
時
期
を
大
き
く
形
成
期
と
完
成
期
に
区
分
し
た
。
三
漢
自
身
が
蒐
集
を
始
め
た
と
述
べ
て
い
る
明
治
三
十
年
頃

か
ら
（
3
）
、
概
ね
主
要
な
所
蔵
品
が
集
ま
っ
た
明
治
末
年
ま
で
を
完
成
期
と
考
え
、
そ
れ
以
前
を
形
成
期
と
す
る
（
、
）
。
こ
の
時
期
に

つ
い
て
は
新
井
朋
子
が
最
も
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（
5
）
。

　
ま
た
、
資
料
2
の
備
考
欄
に
も
載
せ
た
が
、
近
代
最
初
の
美
術
専
門
誌
で
あ
る
『
國
華
』
に
「
原
富
太
郎
所
蔵
」
と
し
て
所
蔵
品
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資料1「美術品買入覚」に見る最高金額購入作品、総購入数、総購入額
年 最高額品 金額（円〉　総購入数※ 総購入額（円）※ 備　　考

巻1
明治26 白玉函式花瓶 170 25 249．2

27 蕪村　秋山遊鹿 60 150（67／83） 2009．　4（1093．95／　　915．45）

28 古銅獣圖花瓶 240 189（31／158） 3216．　5（　397．　8／　2818．95）

29 稜翁巻 80 240（23／217） 4001．　6（　617．　5／　3384．　1）

30 海鼠水注 1000 174（41／133） 13331．45（3110．　0／10221．45）

巻2
31 竹田　赤壁山水 800 142（14／128｝ 7032．　0（1885．　0／　　　　5．47）

32 王継章　山水 450 130（31／99｝ 1499．　5（5723．　0／　9272．　5）

33 古銅手付水指 8000 116（27／89） 10355．　8（3695．　6／　6660．　2） 古美術商の取引初出。
34 応挙　虎屏風 1000 150（57／93） 50493．　0（3監700．　0／18793．　0）

35 青磁香炉　春日山硯 6700 121（34／87＞ 42703．　0（17260．　0／25443．　0） 古美術商との取引増加。國
ﾘ」146号に所蔵品掲載（第
P回目》。

巻3
36 孔雀明王豫 10000 202 56757．51 東博蔵。

37 青磁鯉耳花瓶 1400 61 14281．59 「國華」176冊、「集古十種」

w入。

38 一字金輪仏 5000 105 28665．28 重文、東博蔵、r國華」186
?ﾉ所蔵品掲載。

39 閻魔天画像外壱幅 12000 192 76857．4 MIHO　MUSEUM蔵、
丁?ﾘ」189号に所蔵品掲載。

40 宋画三蔵法師画 15000 195 79345．63 重文、東博蔵、「國華」200、

Q10、2U号に所蔵品掲載。
41 藤原時代螺鋼香合 3200 96 39441．0 r國華」216、219、220、221、

Q22号に所蔵品掲載。

巻4
42 高野切巻物 16000 162 117929．0 「國華」224、227、229号に

椛?i掲載。常盤山文庫蔵。
43 蕪村　秋晩田舎図 15000 103 136023．0 「國華」240、241、247号に

椛?i掲載。
44 周銅横葬 10000 76 43912．0 r國華」248、250、251号に

椛?i掲載。「舞」は宗廟に

氓ｦ置く酒器の類。

大正1 大観　瀟湘八景謝儀 3000 40 20796．0 東博蔵。

2 光琳二幅乾山みたれ箱 31000 60 87874．0 乾山「武蔵野・隅田川乱筥」

i重文）、大和文華館蔵。

3 光琳　山樵硯箱 6000 52 16411．0

4 五十三次巻九巻 4000 100 26664．0 「國華」297、306号に所蔵品

f載、東京国立博物館蔵。
5 元信伯牙山水 26190 122 136018．45 「伯牙弾琴図」、バークコレ

Nション。伊達家入札作品、

O浦家入札作品、下条家入
D作品購入。

6 因陀羅祖師問答幅 17860 220 255962．0 秋元家入札作品、赤星家入
D作品、高橋是清入札作品、

椏s神田家入札作品購入。

巻5
7 可翁　山水 30510 162 203834．0 r國華」335、339号に所蔵品

f載。
8 最澄　尺版 100000 161 520226．0 高橋捨六入札作品、池田家

?D作品購入。「國華」345、

R51号に所蔵品掲載。
9 浮線綾手箱 275000 123 476468．0 重文、サントリ1一美術館蔵。

10 伎楽面乾漆共三 12000 123 174655．0

11 本手立鶴青磁 45600 133 238212．0 「國華」382号に所蔵品掲載。

12 畠山茶入 82000 117 371558．0

13 志野水指 2200 5 620．0

14 光琳　東下り 14000 9 29070．0

昭和1 光悦茶碗黒 13500 74 28404．25

2 利休　瓢花生 2617 19 15279．0

3 僧賀水差 3000 49 143583．5

4 井戸茶碗 10000 13 15695．0

※明治35年までの（）内は資料の記載に従い（書画／骨董）の順に表記した。
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資料2　「美術品買入覚」分析表

年 文人画　　円　　煎茶道具　　円　　茶の湯道貝　　円 仏具　　　円　　　仏画　　円

巻1

明治26 1893 17 109．5

27 1894 52 685

　　　　41

k2年分紛
368．7

　　　　7

i2年分｝
48

　　　　1

i2年分）
7．5 0 0

28 1895 ユ2 179．8 ユ04 2309．75 14 255 0 0 0 0

29 1896 10 372 53 1337 30 686 7 140．1 0 0

巻2
30 1897 14 1257 42 3039．3 48 2355．25 2 158 1 700

31 1898 8 工525 46 3ユ05．66 52 1228．3 0 0 0 0

32 1899 12 1400 64 4887．5 12 2819 2 515 0 0

33 1900 8 工582 42 2521．7 10 1732 0 0 0 0

34 1901 12 4790 27 3575．5 13 1343 2 380 5 弓745

35 1902 4 1250 21 2598 4 530 23 12620 ユ4 9355

巻3
36 1903 2 620 20 1304．5 3 1067 90 28523．5 5 14135

37 1904 1 200 1 200 2 1510 22 6630．4 1 250

38 ユ905 0 0 4 187．5 5 237 31 16135．8 2 10500

39 1906 0 0 6 4619 5 2620 38 10340 5 24300

40 1907 0 0 7 1985 12 1228 28 16133 3 18050

姐 1908 4 6225 2 130 6 1246 9 6803 1 1000

巻4
42 1909 3 5510 4 980 6 4475 7 2900 2 555

43 1910 6 25310 4 1025 1 1000 5 11702 ユ 850

44 191ユ 4 10950 4 57 14 1840 3 ユ3525 0 0

大正1 19ユ2 1 450 4 553 0 0 2 20 0 0

2 19ユ3 1 3000 6 7329 1 188 2 5575 0 0

3 1914 8 7215 1 450 4 22ユ3 0 0 0 0

4 1915 4 3680 3 335 9 12ユユ 1 600 0 0

5 ユ916 24 17592 4 2673 8 8543．8 6 15935 0 0

6 1917 23 16823 9 6266 13 9676 6 10364 1 214

巻5
7 1918 5 3622 10 21189 11 31143 7 1575 0 0

8 1919 5 23259 16 65638 17 28963 12 62771 3 4010

9 1920 2 6560 5 1937 48 86717 4 8380 0 0

10 1921 2 4700 4 1533 47 102617 9 8139 0 0

11 1922 2 5050 7 9480 68 137240 4 3180 1 700

12 1923 3 3486 6 2860 56 192003 1 3200 0 0

13 1924 0 0 0 0 5 5380 0 0 0 0

14 1925 0 0 0 0 5 15110 0 0 0 0

昭和1 1926 0 0 3 397 36 75009 2 6279 2 250

2 1927 0 0 2 72 8 10073 2 250 0 0

3 1928 0 0 2 45 ユユ 7805 6 5025 0 0

4 1929 0 0 0 0 5 11075 0 0 0 0

※明治30年までは書画と骨董の区別あり。明治26年と27年分は合せて記載されているため「2年分」とした。

が
紹
介
さ
れ
始
め
た
の
が

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇

二
）
か
ら
で
あ
り
、
明
治

末
年
ま
で
に
二
十
回
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
明
治
末
年
が
一

応
の
蒐
集
の
完
成
期
と
考

え
ら
れ
る
（
6
）
。

　
ま
た
明
治
三
十
六
年
は

「
買
入
覚
」
に
よ
る
と
代

表
的
な
収
蔵
品
で
あ
る

「
孔
雀
明
王
像
」
（
国
宝

東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を

一
万
円
で
購
入
し
た
年
で

あ
る
。
井
上
馨
か
ら
の
本

仏
画
の
購
入
は
、
三
漢
に

つ
い
て
の
最
も
著
名
な
挿

話
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
三
漢
の
古
美
術
蒐
集
は
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鈍
翁
ら
近
代
数
寄
者
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
以
前
の
蒐
集
と
一
線
を
画
す
る
〔
7
）
。

　
さ
ら
に
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
蒐
集
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
い
。
年
譜
に
あ
る
よ

う
に
、
三
漢
が
原
家
に
養
子
に
入
っ
た
の
は
そ
の
前
年
で
あ
り
、
当
主
で
あ
る
原
善
三
郎
が
死
去
す
る
の
が
明
治
三
十
一
年
（
一
八

九
八
）
で
あ
る
。
本
資
料
か
ら
、
三
漢
が
原
家
に
入
籍
後
直
ち
に
蒐
集
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
三
漢

の
美
術
蒐
集
が
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
早
い
時
期
に
蒐
集
は

始
め
ら
れ
て
い
た
。

　
初
期
の
蒐
集
が
文
人
画
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
点
は
既
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
8
）
、
そ
れ
は
資
料
2
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
は
金
額
こ
そ
少
く
、
与
謝
蕪
村
と
い
っ
た
著
名
な
文
人
画
家
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い

も
の
の
、
五
十
二
点
も
購
入
さ
れ
て
お
り
、
蒐
集
期
間
中
最
も
多
い
（
9
）
。

　
そ
の
後
の
経
過
は
、
資
料
1
の
総
購
入
金
額
を
見
る
と
、
増
減
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
か
ら
急
に
金
額
が

増
え
、
大
正
七
、
八
年
で
最
高
の
お
よ
そ
五
十
二
万
円
と
な
り
、
大
正
十
二
年
を
境
に
し
て
、
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
三
漢
の
事
業

が
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
起
っ
た
関
東
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
蒐
集
も
こ
の
時
期
ま
で
だ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

一
致
す
る
。
し
か
し
、
実
は
そ
の
後
も
少
し
盛
返
し
つ
つ
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
ま
で
購
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
る
。

　
資
料
1
に
は
最
高
金
額
で
購
入
さ
れ
た
作
品
も
併
載
し
た
が
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は
「
浮
線
綾
蒔
絵
螺
銅
手
箱
」
（
サ

ン
ト
リ
i
美
術
館
蔵
）
が
、
こ
の
年
の
半
分
以
上
を
占
め
る
二
十
七
万
円
と
い
う
破
格
の
金
額
で
購
入
さ
れ
て
い
る
。
「
買
入
覚
」

に
よ
る
と
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
か
ら
古
美
術
商
と
の
取
引
が
次
第
に
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
三
漢
が
こ
う
し
た
古
美
術

商
を
通
し
て
、
当
時
の
美
術
市
場
と
積
極
的
に
関
り
つ
つ
蒐
集
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
資
料
1
の
大
正
五
年
以
降
を
見
る
と
、
旧
大
名
家
や
公
家
、
富
豪
の
旧
蔵
品
が
古
美
術
商
を
通
じ
て
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

い
わ
ゆ
る
高
額
な
名
品
を
購
入
し
て
い
た
時
期
と
い
え
る
（
－
o
）
。



30

　
さ
ら
に
、
「
買
入
覚
」
を
概
観
し
て
ま
ず
目
に
付
く
の
が
茶
道
具
と
仏
教
美
術
の
多
さ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
年
毎
に
拾
い
出
し
た

も
の
が
資
料
2
で
あ
る
。

　
資
料
2
に
よ
る
と
、
煎
茶
道
具
は
蒐
集
を
始
め
た
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
か
ら
お
よ
そ
十
年
間
、
つ
ま
り
蒐
集
時
期
の
前

半
の
三
分
の
一
に
集
中
し
て
購
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
再
び
大
正
八
年
（
一
九
】
九
）
頃
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ
以
降
も
数
は
減
っ

て
い
る
が
、
後
半
ま
で
購
入
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
茶
の
湯
道
具
を
見
る
と
、
最
初
の
頃
こ
そ
煎
茶
道
具
よ
り
数
、
金
額
と
も
少
い
が
、
大
正
八
年
頃
か
ら
の
数
年
間
、
圧
倒

的
に
高
額
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

2

明
治
初
期
の
煎
茶
趣
味
の
流
行
と
三
渓
の
文
人
趣
味

　
三
漢
の
文
人
趣
味
に
つ
い
て
考
え
る
に
先
立
ち
、
ま
ず
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
た
煎
茶
趣
味
の
流
行
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
そ
も
そ
も
煎
茶
趣
味
と
は
、
中
国
明
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
喫
茶
の
方
法
で
あ
り
、
文
人
が
書
画
や
文
学
に
つ
い
て
語
り
な
が

ら
、
煎
茶
を
専
用
の
道
具
で
煮
出
し
、
静
か
に
飲
む
、
と
い
っ
た
文
人
の
生
活
様
式
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
明
時
代
の
末
期
、
黄
彙

宗
の
僧
、
隠
元
が
来
日
し
た
際
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
n
）
。
そ
の
後
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な

っ
た
こ
と
が
、
茶
書
の
出
版
や
、
煎
茶
席
の
記
録
で
あ
る
「
茗
謙
図
録
」
が
膨
大
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
E
）
。

　
こ
の
「
茗
謙
図
録
」
に
は
、
煎
茶
席
に
出
さ
れ
た
道
具
の
名
前
と
、
絵
画
化
さ
れ
た
煎
茶
席
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
煎
茶
席

は
、
現
在
茶
の
湯
で
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
、
多
数
の
人
々
を
一
度
に
招
待
す
る
い
わ
ゆ
る
大
寄
せ
の
茶
会
の
形
式
が
取
ら
れ
、
こ
う

い
っ
た
「
茗
謙
図
録
」
も
そ
の
時
参
加
者
に
配
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
文
房
具
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
様
子
や
、
煎
茶
道
具
そ
の
も

の
の
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
美
術
鑑
賞
の
先
駆
的
な
役
割
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
1
3
v
。

　
そ
の
後
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
煎
茶
趣
味
は
大
流
行
す
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
の
知
識
人
の
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教
養
と
し
て
の
中
国
文
化
の
浸
透
、
十
八
世
紀
末
か
ら
の
急
激
な
煎
茶
の
質
の
向
上
と
良
質
な
煎
茶
の
普
及
、
煎
茶
が
明
治
初
期
の

有
力
な
輸
出
品
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
と
い
っ
た
理
由
が
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
（
邑
。
一
方
、
武
家
の
嗜
み
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
茶
の
湯
の
道
具
偏
重
、
俗
化
へ
の
批
判
的
精
神
の
表
れ
と
し
て
始
っ
た
と
さ
れ
る
煎
茶
の
世
界
で
も
、
こ
の
時
期
茶
の
湯
同

様
、
高
価
な
道
具
を
盛
ん
に
用
い
た
大
煎
茶
席
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
（
西
、
新
た
に
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
豪
商
、

下
級
武
士
ら
に
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
初
期
に
は
、
そ
れ
ま
で
支
配
層
の
教
養
で
あ
っ
た
茶
の
湯
が
衰
退
し
て
お
り
、
そ
れ

も
煎
茶
の
流
行
に
拍
車
を
か
け
た
（
1
6
）
。
つ
ま
り
、
煎
茶
趣
味
は
幕
末
、
明
治
初
期
の
混
乱
期
に
在
野
の
人
々
の
間
で
広
く
普
及
し
、

盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
三
漢
と
文
人
趣
味
を
結
び
つ
け
る
き
っ
か
け
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
外
祖
父
に
当
た
る
文
人
画

家
高
橋
杏
村
や
父
親
の
文
人
趣
味
の
影
響
が
大
い
に
考
え
ら
れ
る
（
9
。
そ
れ
ら
も
以
上
の
よ
う
な
幕
末
の
煎
茶
趣
味
の
流
行
の
一

環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
三
漢
に
直
接
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
に
、
文
人
画
家
で
、
明
治
の
女
子
教
育
の
分
野
で
先
駆
的
な
活
動
を

行
っ
た
跡
見
滝
野
（
号
花
瞑
、
天
保
十
一
年
・
一
八
四
〇
ー
大
正
十
五
年
・
一
九
二
六
）
が
い
る
。
花
膜
の
女
子
教
育
は
、
最
初

公
家
の
子
女
の
教
育
を
依
頼
さ
れ
て
始
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
流
階
級
の
子
女
た
ち
が
跡
見
女
学
校
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
一
人
と
し

て
、
原
家
の
継
嗣
で
あ
る
屋
須
子
も
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
入
学
し
て
い
る
。
当
時
の
両
者
の
関
係
を
示
す
資
料
は
な
い

が
、
伝
記
に
よ
る
と
、
花
践
は
屋
寿
子
と
三
漢
の
結
婚
の
時
、
そ
の
仲
介
を
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
花
践
は
四
十
五
歳

で
文
人
画
家
と
し
て
、
ま
た
女
子
教
育
の
分
野
で
既
に
優
れ
た
業
績
も
残
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
三
漢
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
は

十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
三
漢
の
煎
茶
趣
味
を
示
す
資
料
と
し
て
二
点
挙
げ
た
い
。
ひ
と
つ
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
、
三
漢
が
二
十
二
歳

の
時
に
開
催
さ
れ
た
大
寄
せ
の
煎
茶
席
の
カ
タ
ロ
グ
、
い
わ
ゆ
る
「
茗
謙
図
録
」
で
あ
る
（
図
版
2
）
。
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こ
れ
は
当
時
の
大
蔵
官
僚
郷
純
造
が
退
官
の
際
に
催
し
た
煎
茶
席
の
記
録
で
あ
り
、
三
漢
園
の
蔵
書
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
当

時
ま
だ
若
輩
で
あ
っ
た
三
漢
が
招
待
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
花
膜
と
三
漢
は
親
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
花
践
に
誘
わ
れ
た
可
能

性
も
あ
る
。

　
も
う
一
点
、
「
買
入
覚
」
二
巻
の
最
終
頁
に
、
三
漢
が
書
い
た
煎
茶
席
の
ス
ケ
ッ
チ
（
図
版
3
）
が
あ
る
。

　
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
見
る
と
、
具
体
的
な
道
具
の
取
り
合
せ
が
丹
念
に
描
か
れ
て
お
り
、
記
録
の
年
代
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
煎
茶
道
具

を
蒐
集
し
て
い
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
当
時
三
漢
が
煎
茶
席
を
開
い
た
、
と
い
う
話
も
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
傍
証
す
る
も
の

の
一
つ
と
い
え
る
。

　
そ
の
よ
う
に
文
人
趣
味
に
浸
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
三
漢
が
、
資
料
2
で
見
た
よ
う
に
、
明
治
末
期
か
ら
、
茶
の
湯
道
具
、
さ
ら

に
「
名
品
」
の
購
入
へ
と
意
欲
を
示
し
始
め
る
。

　
こ
の
時
期
の
三
漢
の
蒐
集
の
方
針
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、
三
漢
が
奈
良
の
古
美
術
商
、
今
村
甚
吉
に
宛
て
た
書
簡
が
あ
る
（
1
8
）
。

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
か
ら
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
ま
で
の
書
簡
の
う
ち
、
明
治
三
十
四
年
に
は
、
格
別
名
品
は
望
ま
な
い

と
書
い
て
い
た
も
の
が
、
明
治
三
十
六
年
の
書
簡
に
は
、
こ
れ
か
ら
は
名
品
を
、
と
強
い
調
子
で
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
言

葉
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
今
村
か
ら
の
購
入
が
多
く
な
り
、
ま
た
、
購
入
金
額
も
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
資
料
に
見
え
る
。

　
ま
た
、
明
治
三
十
六
年
七
月
の
書
簡
で
、
そ
の
春
に
京
都
の
博
物
館
で
見
た
唐
櫃
と
今
村
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も
の
を
比
較
し
、

到
底
比
較
に
な
ら
な
い
た
め
送
り
返
す
、
と
い
う
下
り
が
あ
る
（
1
9
v
。
三
漢
が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
見
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
も
の

の
調
べ
て
み
る
と
そ
の
年
の
三
月
か
ら
七
月
ま
で
「
平
安
奨
都
以
降
時
代
品
展
観
」
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
「
黒
地
鳳
鳳
紋
不
滅

貝
唐
櫃
」
一
点
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
本
作
品
を
見
た
可
能
性
が
高
い
（
2
0
）
。
三
漢
は
博
物
館
の
展
示
で
見
た
作
品
を
「
名
品
」
と

捉
え
、
蒐
集
の
基
準
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
三
漢
を
そ
う
し
た
名
品
の
蒐
集
に
駆
り
立
て
た
背
景
と
、
あ
わ
せ
て
仏
教
関
係
の
蒐
集
を
行
っ
た
背
景
に
つ
い
て
探
っ
て
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、環、

禽 中
曜

図版2　「随意荘稚集録」（三漢園保勝会蔵）
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　　難羅

嘘禦

蕊燈・糊一一’蟹P
図版3　「美術品買入覚」二巻末スケッチ　三漢筆

い
き
た
い
。

3

益
田
鈍
翁
に
よ
る
古
美
術
の
茶
道

具
化
と
古
美
術
鑑
賞

　
鈍
翁
は
、
幕
末
に
英
語
を
学
び
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
進
歩
的
な
人
物
で
あ
る
。

井
家
の
売
り
立
て
に
立
会
い
、
そ
こ
で
放
出
さ
れ
た
古
美
術
品
の
中
で
も
茶
道
具
に
異
常
な
関
心
を
示
し
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
残
し
た
。
し
か
し
一
方
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
仏
教
美
術
が
海
外
に
流
出
す
る
の
を
目
の
当
り
に
し
、

ま
た
仏
教
美
術
を
愛
好
す
る
内
外
の
古
美
術
愛
好
者
の
影
響
を
受
け
、
宗
教
遺
物
を
美
術
品
と
し
て
捉
え
る
新
し
い
美
意
識
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
2
2
）
。

　
三
漢
が
名
品
の
蒐
集
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
背
景
と
、
仏
教
美
術
へ
の
関
心
に
は
、
こ
の
鈍
翁
の
道
具
鑑
賞
の
影
響
が
あ
る
。
年

　
三
漢
の
古
美
術
蒐
集
に
は
、
益
田
鈍
翁

の
影
響
が
か
な
り
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
茶
道
史
の
流
れ
に
お
い
て
、
鈍
翁
の
茶

人
と
し
て
の
特
質
は
、
そ
れ
ま
で
茶
と
縁

が
な
か
っ
た
美
術
品
、
中
で
も
仏
像
、
仏

画
と
い
っ
た
仏
教
関
係
の
諸
道
具
を
茶
会

に
出
す
こ
と
で
、
美
術
館
で
の
美
術
鑑
賞

の
要
素
を
茶
会
に
加
え
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
〔
2
1
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
両
替
商
で
あ
っ
た
三

　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
名
品
競
い
の
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譜
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
漢
は
三
井
物
産
と
生
糸
貿
易
を
通
じ
て
明
治
三
十
年
代
に
関
っ
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
影
響
を
受
け
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
三
漢
が
鈍
翁
の
茶
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
鈍
翁
が
始
め
た
新
た
な
形
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
し
か
い

茶
会
の
中
で
も
、
仏
教
と
結
び
つ
い
た
茶
会
と
し
て
「
大
師
会
」
が
あ
る
。
弘
法
大
師
を
顕
彰
す
る
こ
の
茶
会
に
は
、
盛
ん
に
仏

具
、
仏
像
、
仏
画
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
三
漢
も
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
「
大
師
会
」
を
開
催
し
て
お
り
（
お
）
、
そ
の
記
録

が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
三
漢
は
古
美
術
の
名
品
と
と
も
に
仏
教
関
係
の
諸
道
具
を
用
い
て
い
る
（
2
4
）
。

4

仏
教
遺
物
の
古
美
術
化
の
背
景

　
①
奈
良
の
古
美
術
商
と
の
取
引

　
明
治
末
に
三
漢
が
仏
具
、
仏
画
を
大
量
に
購
入
し
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
先
述
し
た
今
村
の
よ
う
な
奈
良
の
骨
董
商
の
活
動
が
大

き
く
関
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
頃
、
法
隆
寺
村
の
今
村
甚
吉
の
他
、
玉
井
大
閑
堂
、
森
田
一
善
堂
、
柳
生
酔
古

堂
、
大
隈
集
古
堂
の
五
軒
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
（
2
5
）
。
「
買
入
覚
」
に
も
森
田
、
柳
生
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
明
治
末
の
一

時
期
、
明
治
初
期
以
降
放
出
さ
れ
た
仏
教
関
係
の
品
を
扱
っ
て
い
た
業
者
が
お
り
、
彼
ら
が
仏
教
美
術
を
求
め
た
鈍
翁
、
三
漢
の
期

待
に
応
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
②
博
物
館
の
古
美
術
蒐
集
と
保
護
政
策

　
な
ぜ
三
漢
が
仏
教
美
術
を
さ
か
ん
に
蒐
集
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
少
し
時
代
を
遡
り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
た

時
代
の
美
意
識
の
変
化
を
考
え
た
い
。

　
仏
具
が
古
美
術
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
お
お
よ
そ
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。



36

　
ま
ず
、
明
治
初
期
に
明
治
政
府
が
行
っ
た
神
仏
判
然
令
を
き
っ
か
け
と
し
て
起
っ
た
い
わ
ゆ
る
廃
仏
殿
釈
に
よ
り
、
仏
像
や
仏
画

が
寺
院
か
ら
持
ち
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
寺
院
自
身
に
よ
っ
て
売
り
に
出
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
欧
米
知
識
人
に
評
価
さ
れ
海
外
に

持
ち
出
さ
れ
る
、
と
い
う
事
態
に
な
る
。
明
治
初
期
に
貿
易
会
社
を
興
し
た
鈍
翁
も
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
た
た
め
、
い
ち
早

く
こ
う
し
た
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
仏
像
や
仏
画
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
美
術
品
と
し
て
見
る
新
し
い
鑑
賞
様
式
が
持
ち
込
ま
れ
、
価
値
の
転

換
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
2
6
）
。
そ
れ
以
前
に
も
こ
う
し
た
観
点
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
（
2
7
）
、
明
治
以

降
、
今
村
の
よ
う
な
仏
教
美
術
を
扱
う
古
美
術
商
が
現
れ
、
三
漢
ら
美
術
蒐
集
家
に
よ
り
蒐
集
の
対
象
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
、
仏
教
遺
物
に
対
す
る
認
識
が
変
質
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
三
漢
自
身
、
そ
れ
ら
を
完
全
に
宗
教
と
切
り
離
し
て
鑑
賞
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
鈍
翁
に
つ
い
て
は
、
そ
の
茶
道
観
を
見
る
限
り
、
仏
教
に
限
ら
ず
一
切
宗
教
色
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る

が
（
2
8
）
、
我
々
の
日
常
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
ゆ
る
や
か
な
宗
教
意
識
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
と
は
い
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
三
漢
を
初
め
と
し
た
近
代
数
寄
者
の
宗
教
観
と
茶
道
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
こ
う
い
っ
た
美

意
識
は
、
鈍
翁
だ
け
で
な
く
、
明
治
初
期
に
欧
米
諸
国
か
ら
学
ん
だ
幕
末
の
知
識
人
の
多
く
に
共
有
さ
れ
、
明
治
初
年
に
開
館
し
た

博
物
館
の
構
想
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。
こ
の
博
物
館
に
お
け
る
美
術
政
策
の
思
想
的
背
景
は
、
民
間
の
美
術
鑑
賞
者
で
あ
っ
た

鈍
翁
や
三
漢
と
も
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
公
的
な
古
美
術
保
護
に
関
し
て
は
、
廃
仏
殿
釈
後
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
全
国
的
に
古
社
寺
調
査
が

行
わ
れ
た
。
政
府
は
全
国
の
古
社
寺
の
宝
物
調
査
を
行
う
に
当
り
、
各
寺
社
の
所
蔵
目
録
を
出
さ
せ
る
と
と
も
に
、
所
蔵
品
の
購
入

を
申
し
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
、
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
が
設
置
さ
れ
、
明
治
三
十
年
（
一
八

九
七
）
に
古
社
寺
保
存
法
が
制
定
さ
れ
る
〔
2
9
）
。
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こ
う
し
た
公
的
な
動
向
の
一
方
、
明
治
二
十
年
代
、
仏
教
関
係
者
に
よ
る
仏
教
の
美
術
化
の
動
き
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
排
仏
殿

釈
後
の
仏
教
界
の
新
し
い
試
み
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
関
係
者
に
よ
り
仏
教
美
術
の
全
集
の
出
版
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、

先
述
し
た
古
社
寺
調
査
の
成
果
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
入
ら
れ
、
政
府
の
古
社
寺
調
査
、
仏
教
美
術
の
再
評
価
と
歩
を
一
に
し
て
進
め
ら

れ
た
。
三
漢
も
明
治
四
十
年
代
に
は
、
そ
の
株
主
の
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
仏
教
美
術
の
新
た
な
認
識
の
広
が
り
に
関

っ
て
い
た
（
3
0
）
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
漢
は
、
近
代
に
お
け
る
古
美
術
、
仏
教
美
術
の
再
評
価
、
ま
た
茶
道
の
復
興
と
い
う
大
き
な
同
時
代
の
思

潮
に
身
を
置
き
、
自
身
の
美
意
識
と
照
し
合
せ
な
が
ら
美
術
蒐
集
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

6

「
買
入
覚
」
に
見
る
琳
派
作
品

　
最
後
に
三
漢
の
宗
達
再
評
価
に
つ
い
て
資
料
か
ら
検
証
し
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
矢
代
幸
雄
の
指
摘
が
古
い
が
、
近
年
ま
で

し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
（
包
。
資
料
3
は
「
買
入
覚
」
か
ら
光
悦
、
宗
達
、
光
琳
ら
の
作
品
を
抜
粋
し
た
も
の
と
、
そ
の
総
数

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
漢
が
そ
の
収
蔵
品
を
日
本
美
術
院
を
中
心
と
し
た
同
時
代
の
画
家
や
彫
刻
家
に
見
せ
、
金
銭
的
な
援

助
に
加
え
て
制
作
に
お
い
て
も
支
援
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
蒐
集
の
様
相
を
把
握
で
き
る
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、
具
体
的
な
作
品
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
少
い
も
の
の
、
明
治
末
ま
で
に
か
な
り
の
数
が
購
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
の
金
額
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
市
場
性
を
知
る
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
明
治
三
十
年
代
に
光
悦
の
茶
碗
が
数
年
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
茶
の
湯
へ
の
傾
倒
が
琳
派
作
品
の
蒐
集
へ
向
う
最
初

の
契
機
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
た
い
。
数
の
上
で
は
光
琳
に
次
い
で
乾
山
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
三
漢
の
美
術
蒐
集
は
、
あ
く
ま
で

茶
会
で
の
使
用
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
明
治
三
十
九
年
以
降
購
入
作
品
数
が
増
え
、
高
額
な
作
品
も
次
々
に
購
入
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十
九
年
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資料3　三渓旧蔵宗達光琳派作品リスト及び総数
購入　1

西暦 作者 作品名 入
（

備　　　考 総　数 75

光　淋 20

明治29@30
1896
P897

乾　山
�@悦

　　　盃
ﾔ楽茶碗

15
V5

P00
乾　山 19

光　悦 15
31 1898 乾　山

｣　山
蓋置
?M五枚
@袋．ム

4．5
P8
R5

宗　達 8

抱　一 6
38 1905 手． 35
39 1906 その他 8

　　～

�@琳
�@悦
｣　山
@　達
�@琳
�@琳
�@一
�@悦

光　月　『’

�ﾄ
~竹印馳
?q二個
軏ﾊ四枚
軏ﾊ一枚
j墨山水
O幅対
ﾄ物硯箱

　60
P65
P70
Q50
R00
@50
P50

P200
P000
P800

40 1907 乾　山
�@琳
�@琳
�@中
�x～
�@一
｣　山
�@琳　一，

皿五
ｲ野渡硯箱
z袋幅
@香炉
�x式大机
S墨画
Z冊皿十人前
ｧ葵小刀’入　・訂盆

200
Q500
Q10

@7
@55
R50
Q25
@50
S00

41 1908
光　悦
�@一・

｣　山
｣　山
｣　山

歌巻
J筒二枚折

H草猪口十
~茶碗五
S合向付五
ｪ　二・

100
T00
P000
P00

@75
@80
R58

大和文華館蔵。
ｳつま皿と共に購入。

Tンリツ服部莫術館蔵。

42 1909 乾　山
｣　山
ｴ　一
@　達
｣　山
｣　山
@　達
�@嵯
n　與
�@琳
�@悦
@遊

百合ロ・

G皿四十枚
ｹきれい松葉幅
ｦ四枚
j梗皿五枚
M十枚
尓搦ｵ賢人

z袋
軏ﾊ
�@盆

　55
W00
@20
P000
P00
Q50

P150
S00
Q00
R00
@25

2点分。
u竹林七賢図」。

43 1910 乾　山
�@琳
�@悦
｣　山
�@悦

花籠図ノJ、督局図

@下絵に歌

gに蕪
R水

13000
P000
@150
Q3000
@650

｝岡　一獺　蔵。花　図、　土佐
c欠と共に購入。

ｼ数点と共に購入。

44 工911 皿二 200
P50⊥

1
皇

正2 1913 宗　理
@　達
�@琳
｣　山

�@一
@　達
F　舟

蓮二幅

ﾝたれ箱

c扇
ｲ野渡
?濫ｼ双
c扇屏　　・

　800
@180

W1000

@100
P380
P380

@500

光琳2幅と共に購入。乾山「武蔵野・

�c川乱筥」大和文華館蔵。

3 1914 山＿硯 6000
4 1916 硯 4000
5 1917

示 みそ　二 5500 出光　　　　。
6 1918

光　悦
@　達

百合扇面
ﾔ楽茶碗
@子

630
P000
@50

7 1919 小町草　「

@袋
17300
R200

11 1922・ 髭琳
　墨
O幅神横物
E雀　立

1300
@100
P9250

13 1925

一

東下り

Z
14000
Q000

昭和元 1926 兎香口

?q黒

23000

P3500

雲州　入L、　戸茶　と共に購入。
o光美術館蔵。三渓の箱轡きあり。

蟻作者、作品名は「買入覚」記載による内容が不明であるものには？を付した。
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に
か
け
、
三
漢
も
関
っ
て
い
た
審
美
書
院
か
ら
『
光
琳
派
画
集
』
（
全
五
冊
）
が
刊
行
さ
れ
（
3
2
）
、
明
治
三
十
六
年
は
近
代
に
お
け
る

琳
派
再
評
価
の
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
詔
）
。
こ
う
し
た
近
代
に
お
け
る
美
意
識
の
形
成
に
三
漢
も
加
わ
っ
て
い
く

過
程
が
資
料
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
資
料
の
上
か
ら
の
考
察
を
、
同
時
代
の
美
意
識
の
流
れ
の
上
に
乗
せ
て
み
た
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
中
で
三
漢
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
他
の
蒐
集
家
と
の
比
較
を
含
め
た
、
よ
り
広
範
囲
の
検

討
を
要
す
る
。
し
か
し
、
資
料
を
通
し
て
見
た
限
り
で
も
、
三
漢
が
当
時
の
美
術
を
取
り
巻
く
動
き
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
様
子

が
垣
間
見
ら
れ
た
。
当
時
の
仏
教
美
術
に
対
す
る
三
漢
ら
の
対
応
が
、
同
時
代
の
文
化
政
策
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
る
点
を
考
慮

す
れ
ば
、
三
漢
を
始
め
と
し
た
実
業
家
の
古
美
術
蒐
集
は
、
一
部
の
好
事
家
に
よ
る
趣
味
的
な
動
き
で
は
な
く
、
現
代
に
連
な
る
美

術
鑑
賞
の
先
行
形
態
と
し
て
、
よ
り
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）
　
三
巻
の
み
表
題
が
「
美
術
品
買
入
相
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
名
称
が
既
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
、
他
の
巻
は
「
美
術
品
買
入
覚
」

　
　
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
料
の
名
称
を
後
者
に
統
一
し
た
。

（
2
）
　
三
漢
の
伝
記
は
、
詳
細
な
藤
本
實
也
『
原
三
漢
翁
傳
』
（
稿
本
）
と
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
森
本
宋
『
原
富
太
郎
』
（
時
事
通

　
信
社
、
一
九
六
四
年
）
の
二
冊
が
主
要
な
も
の
で
あ
り
、
本
論
も
基
本
的
に
こ
れ
ら
に
負
っ
て
い
る
。
な
お
『
原
三
渓
翁
傳
』
は
手
書
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き
原
稿
で
あ
り
、
こ
の
複
写
及
び
翻
刻
を
、
元
三
漢
園
保
勝
会
学
芸
員
石
田
治
郎
氏
の
御
好
意
に
よ
り
閲
覧
し
た
。
上
記
二
冊
を
踏
ま

　
　
え
た
白
崎
秀
雄
に
よ
る
伝
記
『
三
漢
　
原
富
太
郎
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
八
年
）
で
は
、
そ
れ
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
き
た
「
跡
見
女
学
校

　
　
助
教
師
説
」
が
白
崎
自
身
の
調
査
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
調
査
の
結
果
も
同
様
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
。

　
　
　
三
漢
の
近
代
美
術
蒐
集
に
関
し
て
は
、
石
田
「
原
三
渓
翁
の
近
代
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
美
術
品
買
入
覚
』
か
ら
」
（
『
御
舟
・
青

　
　
樹
．
鶏
村
－
原
三
渓
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
ー
』
展
カ
タ
ロ
グ
、
三
漢
園
保
勝
会
、
「
九
九
一
年
）
、
「
原
三
渓
と
院
展
の
作
家
」
（
石
田
、

　
　
川
幡
留
司
『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
第
四
巻
、
一
九
九
四
年
）
、
拙
稿
「
日
本
近
代
美
術
の
蒐
集
家
－
原
三
渓
の
美
術
蒐
集
記
録
「
美

　
　
術
品
買
入
覚
」
に
見
る
近
代
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ー
」
（
『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
第
十
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）
参

　
　
照
。

（
3
）
　
矢
代
幸
雄
「
三
漢
先
生
の
古
美
術
手
記
」
（
『
忘
れ
得
ぬ
人
び
と
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
二
百
十
九
頁
）
。

（
4
）
　
竹
田
道
太
郎
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
三
漢
園
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
そ
れ
よ
り
少
し
遡
る
明
治
四
十
年
頃
か
ら
古
美
術

　
　
界
、
茶
人
仲
間
、
新
日
本
画
運
動
に
お
い
て
重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
（
竹
田
『
近
代
日
本
画
を
育
て
た
豪
商
　
原
三
渓
』
、

　
　
有
隣
堂
、
一
九
七
七
年
、
四
十
八
頁
）
。

（
5
）
新
井
「
原
三
渓
の
古
美
術
収
集
に
つ
い
て
」
（
『
近
代
日
本
の
あ
け
ぼ
の
』
、
横
浜
高
島
屋
、
一
九
八
七
年
、
九
十
六
頁
－
九
十
八

　
　
頁
）
。

（
6
）
　
『
國
華
』
に
原
富
太
郎
の
所
蔵
者
名
で
紹
介
さ
れ
た
作
品
は
六
十
三
件
、
三
漢
の
妻
屋
寿
子
の
名
で
二
件
、
息
子
の
原
善
一
郎
の
名

　
　
で
十
六
点
、
原
良
三
郎
の
名
で
一
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
検
索
は
学
習
院
大
学
大
学
院
松
島
仁
氏
の
御
協
力
を
得
て
『
國
華
』
の

　
　
C
D
l
R
O
M
で
行
っ
た
。

（
7
）
　
三
漢
自
筆
の
古
美
術
手
記
を
矢
代
幸
雄
が
引
き
写
し
た
と
さ
れ
る
「
三
漢
先
生
の
古
美
術
手
記
」
（
矢
代
前
掲
書
、
二
百
二
十
五
頁
）

　
　
に
よ
る
と
、
「
孔
雀
明
王
像
」
の
購
入
は
、
明
治
三
十
七
年
に
高
橋
義
雄
（
号
箒
庵
）
の
仲
介
で
、
井
上
馨
か
ら
購
入
し
た
と
さ
れ
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る
。
ま
た
箒
庵
に
よ
る
『
箒
の
あ
と
（
上
）
（
下
）
』
（
秋
豊
園
、
一
九
三
三
年
、
『
日
本
美
術
の
社
会
史
』
（
瀬
木
慎
一
、
桂
木
紫
穂
編
、

　
　
里
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
に
抄
録
）
で
は
明
治
三
十
五
年
と
さ
れ
る
な
ど
、
既
に
当
事
者
の
間
で
も
記
憶
が
曖
昧
と
な
っ
て
い
た

　
　
が
、
「
買
入
覚
」
の
記
載
は
明
治
三
十
六
年
で
あ
る
。

（
8
）
　
矢
代
は
文
人
画
が
三
漢
の
出
発
点
で
あ
り
、
三
漢
が
そ
れ
ら
に
つ
い
て
生
き
生
き
と
描
写
し
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
（
矢
代
前
掲

　
　
書
、
三
百
三
頁
）
、
新
井
は
そ
れ
ら
を
砥
園
南
海
、
池
大
雅
と
い
っ
た
江
戸
中
期
の
文
人
画
で
あ
っ
た
と
す
る
（
新
井
前
掲
書
、
九
十

　
　
八
頁
）
。

（
9
）
　
文
人
画
で
は
谷
文
晃
の
「
青
緑
山
水
」
七
十
円
が
最
高
金
額
で
あ
る
。
そ
の
他
の
画
家
で
は
池
大
雅
、
池
玉
瀾
、
与
謝
蕪
村
、
菅
井

　
　
梅
関
、
南
湖
春
木
、
日
根
対
山
、
長
町
竹
石
、
細
井
平
州
、
雲
室
光
漸
、
鈴
木
芙
蓉
ら
の
作
品
が
見
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
三
漢
旧
蔵
品
に
お
け
る
売
立
目
録
記
載
事
項
は
、
石
田
治
郎
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
1
1
）
　
「
明
末
の
煎
茶
流
行
と
明
清
の
煎
茶
法
」
、
「
日
本
の
煎
茶
」
（
長
谷
川
瀟
々
居
『
煎
茶
志
』
、
便
利
堂
、
一
九
六
五
年
、
五
十
八
頁
－

　
　
七
十
九
頁
、
八
十
七
頁
－
八
十
八
頁
）
。

（
1
2
）
　
熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
、
日
本
放
送
協
会
、
一
九
八
〇
年
、
百
三
十
一
頁
－
百
三
十
九
頁
。

（
1
3
）
　
玉
轟
敏
子
「
明
清
文
物
賞
玩
の
系
譜
と
静
嘉
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
（
『
静
嘉
堂
蔵
　
煎
茶
具
名
品
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
一
九
九
八
年
、
七
頁
）
。

（
1
4
）
　
熊
倉
前
掲
書
、
百
三
十
九
頁
－
百
四
十
三
頁
。

（
1
5
）
　
小
川
後
楽
「
現
代
の
煎
茶
」
（
『
茶
道
学
大
系
　
第
一
巻
　
茶
道
文
化
論
』
（
熊
倉
功
夫
、
田
中
秀
隆
編
、
淡
交
社
、
一
九
九
九
年
、

　
　
三
百
十
六
頁
－
三
百
二
十
二
頁
）
。

（
1
6
）
　
熊
倉
前
掲
書
、
百
二
十
六
頁
－
百
三
十
九
頁
。

（
1
7
）
　
高
橋
杏
村
を
初
め
と
し
た
、
三
漢
の
実
家
で
あ
る
青
木
家
と
文
人
趣
味
と
の
関
り
は
、
稿
本
『
原
三
漢
翁
傳
』
に
詳
細
に
書
か
れ
て

　
　
い
る
（
藤
本
前
掲
書
、
二
十
七
頁
－
三
十
五
頁
）
。
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近
年
刊
行
さ
れ
た
三
漢
の
伝
記
『
原
三
漢
物
語
』
（
新
井
恵
美
子
、
神
奈
川
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、
跡
見
女
学
校
助
教
師

　
　
説
の
記
述
な
ど
従
来
の
説
の
踏
襲
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
三
漢
が
幼
少
期
に
受
け
た
文
化
的
影
響
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

　
　
る
。

（
1
8
）
　
本
資
料
は
全
て
三
漢
園
保
勝
会
蔵
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
明
治
三
十
六
年
の
書
簡
は
松
田
延
夫
に
よ
る
「
三
漢
・
原
富
太
郎
抄
録

　
　
（
上
）
」
（
『
水
茎
』
第
二
十
一
号
、
古
筆
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
明
治
三
十
六
年
七
月
九
日
状

　
　
　
　
（
前
略
）

　
　
　
唐
櫃
ハ
成
ル
程

　
　
　
結
構
二
御
座
候
得
共

　
　
　
今
春
京
都
博
物

　
　
館
之
分
を
一
見
致
候

　
　
上
ハ
到
底
比
較
二

　
　
相
成
不
申
候
間
此
ハ

　
　
　
一
時
御
返
却
可
申
候

　
　
　
（
後
略
）

（
2
0
）
　
京
都
帝
博
物
館
『
時
代
陳
列
目
録
　
自
延
暦
元
年
至
慶
応
末
年
』
、
一
九
〇
三
年
、
十
八
頁
。
な
お
、
本
展
に
出
品
さ
れ
た
唐
櫃
は
、

　
　
明
治
三
十
三
年
の
同
博
物
館
の
第
一
回
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た
唐
櫃
三
点
の
内
の
一
点
で
あ
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
作
品
と
思
わ
れ

　
　
る
（
京
都
帝
室
博
物
館
『
京
都
帝
室
博
物
館
列
品
第
一
回
目
録
』
、
一
九
〇
二
年
、
九
頁
）
。

（
2
1
）
　
熊
倉
前
掲
書
二
百
四
十
四
頁
－
二
百
五
十
七
頁
。
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（
2
2
）
　
O
耳
蜂
ヨ
①
ζ
’
国
．
O
⊆
9
』
§
冒
鼻
§
風
ミ
§
の
ミ
、
葺
ミ
§
鐸
隷
禽
ミ
亀
ミ
駄
ミ
謎
ミ
q
ミ
壁
牢
ヨ
8
8
昌
O
巳
＜
①
邑
ξ
牢
Φ
ω
ρ

　
O
b
」
O
心
山
卜
。
°
。
口
㊤
㊤
ω
　
及
び
熊
倉
前
掲
書
二
百
五
十
七
頁
。

（
2
3
）
　
『
大
師
会
展
観
圖
録
』
（
審
美
書
院
、
一
九
〇
一
年
）
。

（
2
4
）
　
『
大
師
会
会
記
　
横
浜
本
牧
　
會
場
　
三
漢
園
』
（
三
漢
園
保
勝
会
蔵
）
に
よ
る
と
、
三
漢
は
第
一
席
の
展
観
室
陳
列
で
は
「
桃
山
史

　
　
料
」
を
、
第
二
席
の
展
観
室
陳
列
で
は
「
伎
楽
面
（
十
面
）
」
を
展
示
し
、
亭
主
を
務
め
た
第
七
席
「
桃
山
遺
構
月
華
殿
」
に
は
床
に

　
　
「
伝
経
大
師
尺
憤
」
、
「
螺
鋼
春
日
卓
」
、
「
天
平
毛
彫
銀
花
皿
」
を
用
い
て
い
る
。
な
お
第
二
席
は
複
数
に
よ
る
も
の
で
、
他
に
益
田
鈍

　
　
翁
が
「
普
賢
菩
薩
画
像
」
、
コ
字
金
輪
画
像
」
を
、
東
寺
が
「
月
天
像
」
、
武
藤
山
治
が
「
金
銅
如
意
輪
観
音
像
」
、
玉
井
久
次
郎
が

　
　
「
金
銅
聖
観
音
像
」
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
出
品
者
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
た
か
も
展
覧
会
図
録
の
所
蔵
一
覧
の
よ
う
で
あ

　
　
る
。

（
2
5
）
　
大
閑
堂
玉
井
久
次
郎
「
奈
良
古
器
物
と
鈍
翁
」
（
『
大
茶
人
益
田
鈍
翁
』
、
学
芸
書
院
、
一
九
三
九
年
、
百
七
十
七
頁
）
。

（
2
6
）
　
グ
ー
ス
前
掲
書
、
百
四
頁
ー
百
九
頁
。

（
2
7
）
　
仏
教
美
術
、
大
名
道
具
、
宮
廷
美
術
は
、
歴
代
の
支
配
階
級
の
美
術
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
佐
藤
道
信

　
　
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
五
十
三
頁
）
。
ま
た
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
宗
教
的
価
値
か

　
　
ら
非
宗
教
的
価
値
へ
の
仏
教
遺
物
の
評
価
基
準
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
Z
国
∪
＞
O
ロ
一
閑
Φ
亭

　
　
ω
鼻
Φ
゜
S
ぎ
き
紹
ミ
の
ミ
討
ミ
肉
禽
鳴
亀
§
討
§
ミ
鳴
勢
討
蓮
9
臨
§
帖
§
妹
§
駄
ミ
ミ
融
§
N
の
ミ
電
ミ
蕊
§
賊
肉
恥
ミ
ミ
加
゜
・
ミ
鳴
恥
゜

　
　
》
O
↓
〉
〉
ω
一
〉
目
8
＞
Z
ρ
゜
。
伊
目
冨
目
9
α
0
9
自
障
罵
鈴
卜
。
O
O
°
。
も
．
ω
）
。

（
2
8
）
　
熊
倉
前
掲
書
、
二
百
五
十
頁
。

（
2
9
）
　
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七
二
年
、
七
十
三
頁
－
八
十
頁
、
二
百
九
十
一
頁

　
　
ー
三
百
三
頁
。
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（
3
0
）
　
村
角
紀
子
「
審
美
書
院
の
美
術
全
集
に
み
る
『
日
本
美
術
史
』
の
形
成
」
（
明
治
美
術
学
会
編
、
『
近
代
画
説
』
8
、
一
九
九
九
年
）
。

（
3
1
）
　
矢
代
に
よ
る
と
、
三
漢
は
光
悦
に
私
淑
し
て
お
り
、
早
く
か
ら
光
悦
は
絵
は
描
か
ず
、
と
主
張
し
て
い
た
と
い
う
（
矢
代
前
掲
書
、

　
　
二
百
九
十
一
頁
－
二
百
九
十
四
頁
）
。
近
年
、
俵
屋
宗
達
の
正
確
な
認
識
は
大
正
期
以
降
で
あ
り
、
そ
の
再
評
価
に
、
三
漢
、
鈍
翁
ら

　
　
近
代
美
術
蒐
集
家
と
そ
の
周
辺
の
研
究
者
の
貢
献
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
玉
轟
敏
子
『
俵
屋
宗
達
』
、
同
朋
舎
出

　
　
版
、
一
九
九
二
年
、
四
百
五
十
頁
）
。

（
3
2
）
　
佐
藤
前
掲
書
、
百
二
十
九
頁
。

（
3
3
）
　
玉
轟
敏
子
「
『
光
琳
観
の
変
遷
』
一
八
一
五
－
一
九
一
五
」
（
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
美
術
研
究
一
、
第
三
百
七
十
一
号
、
一

九
九
九
年
、
三
十
四
頁
－
三
十
五
頁
）
。

本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
学
習
院
大
学
哲
学
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
し
た
。
資
料
の
提
供
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ

い
た
三
漢
園
保
勝
会
及
び
元
同
学
芸
員
石
田
治
郎
氏
、
小
林
ゼ
ミ
を
始
め
助
言
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
謝
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。



45　原三漢の美術蒐集記録「美術品買入覚」に見る古美術蒐集品の変遷とその背景

〈原三渓年譜〉

藤本實也r原三漢翁傳」、 森本宋「原富太郎j、『三漢記念館開館記念特別展、 原三漢旧蔵日本美術展」巻末年誰、

「横浜近代史総合年表」、 r日本史年表」、「東京国立博物館百年史」を参照して作成。

年　号 西暦 年齢 事　　　項 関連事項（社会、経済、文化）

（慶応4） 1867 1 8月23日岐阜県厚見郡（後に稲葉郡）佐波村（現 3月神仏判然令（俗称神仏分離令）

明治1 在羽島郡柳津町佐波）に青木久衛の長男として生 が新政府から出され、これをきっか
れる。 けに廃仏殿釈が起る。9月8日明治

と改元（一世一元の制〉。

4 1871 4 5月太政官、古器旧物保存の布告を
発する。

5 1972 5 3月博物館、博覧会を開催して開館。

5月町田久成、古社寺調査を実施。
13 1880 13 佐波村尚文学校を卒業し、この年より3年間大垣 博物館、第一回観古美術会を上野で

の野村藤陰の鶏鳴塾に学ぶ。 開催。

14 1881 ユ4 益田孝（31歳）、初めて茶会を開く。

16 1883 ユ6 原善三郎、茂木惣兵衛らと共に龍池会に入会する
（「大日本美術新報」第2号、1883年）。

18 1885 ユ8 東京専門学校（早大前身）に入学する（後中退、

東京牛込早稲田東京専門学校「明治30年12月報告
校友会名簿」掲載校友会規則による〉。

20 1887 20 図画取調掛を東京美術学校と改称
（開校は明治22年）。

21 1888 21 船山の紹介により跡見花隈を頼り上京（但し跡見 宮内省に臨時全国宝物取調局が設置
女学校助教師説は事実ではない）。 され、以後全国の社寺の大規模な調

査が行われる。

22 1889 22 大日本帝国憲法、衆議院議員選挙法、

貴族院令など公布。「國華」創刊。

25 1892 25 横浜の豪商原善三郎孫屋壽と結婚し、原家に入籍。

4月長男善一郎誕生。

26 1826 26 横浜生糸合名会社、生糸直輸出開始。「美術品買入 三井物産、合名会社となる。
覚」記述開始（昭和4年まで）。

27 1894 27 10月長女春子誕生。 日清戦争開始（－1985年）。

29 1896 29 東京専門学校の校友に推薦される。当時の職名は 三井物産、生糸直輸出再開。益田、

横浜電灯会社取締役、蚕糸貿易銀行取締役（東京 弘法大師を顕彰した大寄席の茶会
牛込早稲田東京専門学校「明治30年12月報告校友 「大師会」開催。以後ほぼ毎年（死の
会名簿」）。 前年まで）行われる。

30 1897 30 古社寺保存法制定。

31 1898 31 このころ天心、原家訪問。 日本美術院、岡倉天心、橋本雅邦ら
により創設。

32 1899 32 2月6日原善三郎（生糸売り込み商、貴族院議員、 居留地撤廃、外人の内地雑居。「真美

横浜第二銀行頭取）没、73歳。原家の家業（生糸 大観」刊行開始（審美魯院、全22巻、

売り込み商を主とする）、先代の郷里渡良瀬の設備 明治41年まで〉。

二百釜の渡良瀬製糸所を継ぐ。明治32年当時同伸

会社、三井物産、横浜生糸合名の三社が生糸直輸
出。本牧山之谷（現在の三渓園の地）に転居。

33 1900 33 原商店を原合名会社に改組し、かつ従来の生糸問 帝国博物館を東京帝室博物館とす
屋業のほか輸出業を創始し、モスクワ、リヨン、 る。

ニューヨークに代理店をおく。明治36年までの対
露輸出の大部分を原輸出部で行う。

34 1901 34 株式会社第二銀行頭取となる。爾来改選毎に重任 r稿本日本帝国美術略史」出版（國華
σ横浜銀行40年史」）。 社）。

35 1902 35 富岡、名古屋、大ロの三製糸工場を三井家より譲

り受け、先代以来の渡瀬工場と合わせて四製糸場
を経営。

36 1903 36 孔雀明王像を買い入れ、これより一層古書画の蒐 r光琳派画集」刊行開始（審美書院、

集に熱中する。 全6冊、明治39年まで）。

37 1904 37 翌年にかけての日露戦争により対露輸出の第一次 日露戦争開始（一明治38年）。

中絶状態。
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〈原三渓年譜〉

年　号 西暦 年齢 事　　　項 関運事項（社会、経済、文化）

明治39 1906 39 横浜本牧の自宅三漢園を市民のために公開する。

40 1907 40 このころより日本美術院新進派を後援。 文部省第1回美術展覧会開催。

43 1910 43 生産調査会委員に任命される（内閣）。

44 1911 44 恩賜財団済生会理事を依嘱される。橋本静水と安
田靱彦、今村紫紅に以後2年間月100円の援助を申

し出る（11月4日安田靱彦宛天心轡簡（r岡倉天心
全集」第7巻））。

45 1912 45 下村観山に製作以来（2月4日下村観山宛岡倉天 国内生糸輸出高、外国商社を上回る。

大正1 心轡簡（「岡倉天心全集」第7巻））。今村紫紅、安 7月30日大正と改元。

田靱彦に以後2年間月々100円の援助を申し出る。
2 1913 46 日本夏帽株式会社、日本リンネット株式会社その

他の傍系事業を與し、また原合名会社拓殖部を朝
鮮京城府に設置し、土地建物事業を興す。

3 1914 47 再興第1回日本美術院展覧会開催。この際賛助員 1月1日から日露間の生糸直輸送開
兼評議員となる。 始されるが第一次大戦により貿易閉

鎖。

4 1915 48 帝国生糸株式会社（第一次）社長に就任し、蚕糸

業務救済に尽力する。この功により勲3等瑞宝章
を贈られる。

5 1916 49 5月インドの詩人タゴール、三渓園松風閣に3か
月逗留。

6 1917 50 三漢園内に臨春閣移築工事落成。またこの前後に 大倉集古館設立。

旧東慶寺仏殿、旧東明寺二重塔、月華殿などの重

要文化財古建築物の移築を行う。この頃三漢園に
て古美術鑑賞会催される。

7 1918 51 神奈川県匡済会の設立に尽力し、昭和4年以降は
死にいたるまでその会長となる。このほか慈善事
業、社会福祉事業につくすところが多い。

9．10 1920 53、 第二次帝蚕会社専務取締役に就任し、第二次蚕糸
21 54 業救済に尽捧する。同年また横浜七十四銀行整理

相談役となり、横浜興信銀行の設立に尽力し、そ
の頭取に推され、横浜金融危機の収拾に尽痒する。

昭和10年まで同行頭取を重任する。

ユ2 1923 56 4月三漢園で大師会開催。9月1日関東大震災に 9月1日関東大震災起る。

より原合名会社、第2銀行共に全焼。横浜蚕糸貿
易復興会理事長に就任し、身命を賭して横浜復興
に務める。同年また横浜市復興会会長に就任。

ユ4 1925 58 保証責任横浜市復興信用組合の設立を発起し、そ
の理事長にあげられる。

15 1926 59 ユ2月25日昭和と改元。

昭和1
4 ユ929 62 小安製糸研究所を設立し、自動繰糸機の研究を開

始。

9 1934 67 十二指腸潰癌を病む。

12 1937 70 長男善一郎脳溢血で死去。追悼茶会を開く（「一槌
庵茶会記」》。

13 1938 7ユ 「余技」を自費出版する（川面義校正、大塚巧藝社）。 益田孝死去（91歳）。

暮れに肺炎にかかる。

14 1939 72 8月16日横浜三湊園の自邸において死去（満71
歳）。正五位に叙せられる。

没後事項

16 大日本蚕糸会総裁閑院宮載仁親王より恩賜賞を贈
られる。

29 神奈川県横浜市および横浜商工会議所共同主催の
開国百年祭記念祝典に際し功労者として表彰状を
追贈される。


